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第35回 名著への旅
『代替医療解剖』

サイモン・シン、
エツァート・エルンスト 著
青木薫 訳
新潮文庫

 （2010年９月１日　初版発行）
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おじゃまします
学びの庭に

夏目漱石の学びに学ぶ

佐藤　伸宏 先生

東北大学大学院文学研究科・文学部　教授
（国文学・比較文学）

シェイクスピアをラーメンのように

下館　和巳 先生

東北学院大学　教養学部教授
（英文学・比較演劇）
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これからの主な「学び」イベント39件 掲載！
「学び」イベント に行ってきました

名著への旅
Voice Park

『代替医療解剖』
（サイモン・シン、エツァート・エルンスト）

「学び」の場所へ

行ってみよう！

文豪を識る
し

　『フェルマーの最終定理』（2000）や『暗号解読』（2001）の
著者であるサイモン・シンと、ホメオパシー研究者であるエツァー
ト・エルンストが通常医療の代わりとして用いられている代替医
療（ホメオパシー、カイロプラクティック、鍼など）の実相に迫っ
た著作。
　本書の主張は、患者に害をなすのは医療ではない、効果が明
らかなもののみが専門家によって実施されるべきである、それ
ゆえ医療は科学的でなければならない、なぜなら人の生命を扱
うのだから、ということだろう。そのために、最新の研究成果だ
けでなく、瀉血を施されたワシントン、偶然から発見された壊血
病への治療法、ナイチンゲールの病院改革など、医療・科学の
歴史にまでさかのぼって、わかりやすく記述してくれている。
　ちなみに原題はハロウィンのセリフをもじった Trick or 
Treatment ? であり、シャレが効いている。　　　　　　 （寺）

シリーズ

「東日本大震災」 【6】
     ─育てる─

シリーズ

「東日本大震災」 【6】
     ─育てる─

QR コードから
アクセス！

お問い合わせ
022-288-5555
sasaki@sasappa.co.jp

お問い合わせ
022-288-5555
sasaki@sasappa.co.jp

開催のお知らせ開催のお知らせ
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場所：笹氣出版印刷株式会社 時間：9：30～16：00

リニューアル
しました

開催
中

10
OCT

〜11月  5日 （土） 第 28 回企画展
「空から眺める駅の姿容（すがた）と変遷」

東北福祉大学・鉄道交流ステーション　展示室

10:00 

▲

 16:00

T el   022-728-6612 東北福祉大学・鉄道交流ステーション
http://www.tfu.ac.jp/rmlc/

場　所

主催者

URL

問合先

〜11月23日 (水・祝) 「旅する絵画〜画家は旅の達人！〜」

福島美術館

9:00 

▲

 16:30

T el   022-266-1535 社会福祉法人共生福祉会　福島美術館
http://www.fukushima-museum.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

10月  3日 （月） 〜11月11日 （金） 夏目漱石没後 100 年
企画展

「漱石文庫〜文豪が遺した創作の背景〜」
東北大学附属図書館　1 階多目的室

10:00 

▲

 17:00

T el   022-795-5911 東北大学附属図書館
http://www.library.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

10月  8日 （土） 〜12月  4日 （日） 特別展「日本人とクジラ」

東北歴史博物館　1 階特別展示室

9:30 

▲

 17:00

T el   022-368-0106 東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

10月  9日（日)第 23 回東北大学医学祭　市民公開講座［学び
続ける脳―多様な学びのしくみを探る―］
講　師　虫明　元（東北大学大学院医学系研究科教授）

東北大学星陵キャンパス　医学部 1 号館第 1 講義室

14:40 

▲

 16:10

T el   022-717-8009 第 23 回東北大学医学祭　実行委員会
http://www.med.tohoku.ac.jp/medfes23rd/

場　所

主催者

URL

問合先

10月15日 （土） しろ・まち講座「伊達氏ゆかりの水墨画」

講　師　寺澤　慎吾（仙台市博物館学芸員）
仙台市博物館ホール 200 名

13:30 

▲

 15:00

T el   022-225-3074 仙台市博物館
http://www.city.sendai.jp/hakubutsu-shomu/hakubutsukan/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月22日 （土） インドネシアの音楽・ガムラン入門

講　師　増野　亜子（ガムラン演奏家・東京芸術大学非常勤講師）他
宮城教育大学　8 号館 2 Ｆ　821 教室 25 名（受付順）

10:30 

▲

 15:30

T el   022-214-3521 宮城教育大学
http://renkei.miyakyo-u.ac.jp/suisin/koukai.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月22日 （土） 第 11 回館長講座「縄紋時代の環境」

講　師　鷹野　光行（東北歴史博物館館長）
東北歴史博物館　3 階講堂

13:30 

▲

 15:00

T el   022-368-0106 東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

　ここに掲載する情報は、各研究・教育機関や施設が公開している情報
を基に掲載していますので、当社の責任で開催を保証するものではあり
ません。日時、内容等に変更がある可能性がありますので、詳しくは各
問合先へご確認ください。
　有料・要申込の場合の料金や申込方法など詳細はWeb版に掲載
しております。ぜひご覧ください。

これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

定期
開催 トワイライトサロン 

「天文台長土佐誠の宇宙が身近になる話」
講　師　土佐　誠（仙台市天文台長）他

仙台市天文台　オープンスペース

16:50 

▲

 17:30

T el   022-391-1300 仙台市天文台
http://www.sendai-astro.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

毎週土曜日市民公開講座 No.365 兼 平成 28 年度高大連携事業公開講
座「ロボット技術を使ってカメレオンのように世界を見る」
講　師　水野　文雄（東北工業大学知能エレクトロニクス学科准教授）

東北工業大学一番町ロビー　2F ホール 120 名

18:00 

▲

 19:30

T el   022-723-0538 東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月26日 （土） サテライトキャンパス公開講座
【産学連携講座】「健康住宅設計法」
講　師　野㟢　淳夫（東北文化学園大学）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

10:30 

▲

 12:00

T el   022-233-3451 学都仙台コンソーシアム・東北文化学園大学
http://www.gakuto-sendai.jp/for_w/satellite_course.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月26日 （土） サテライトキャンパス公開講座「老いと健康を科学する
（1）健康と運動〜ロコモとフレイルの予防の視点から〜」
講　師　村瀬　雅敏（仙台青葉学院短期大学）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

13:00 

▲

 14:30

T el   022-369-8000 学都仙台コンソーシアム・仙台青葉学院短期大学
http://www.gakuto-sendai.jp/for_w/satellite_course.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月26日 （土） 「すいみんカフェ 2.0」第 1 回　
（睡眠改善のためのトレーニング・コース）
講　師　佐藤　俊彦（東北文化学園大学大学院・准教授）

東北文化学園大学　１号館地下　教育支援センター（Ｅサポ） 30 名

13:30 

▲

 16:00

 sendai_stress@yahoo.co.jp 東北文化学園大学
http://www.tbgu.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月26日 （土） サテライトキャンパス公開講座「老いと健康を科学
する（2）健康と作業活動〜生活行動の視点から〜」
講　師　吉川　法生（仙台青葉学院短期大学）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

15:00 

▲

 16:30

T el   022-369-8000 学都仙台コンソーシアム・仙台青葉学院短期大学
http://www.gakuto-sendai.jp/for_w/satellite_course.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

12月  3日 （土） サテライトキャンパス公開講座
「食物アレルギーをもつ子のお弁当」

講　師　宮下　ひろみ（仙台白百合女子大学健康栄養学科教授）
仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 50 名

13:00 

▲

 14:30

T el   022-374-4475 学都仙台コンソーシアム・仙台白百合女子大学
http://sendai-shirayuri.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

12月  3日 （土） サテライトキャンパス公開講座「史料を読
み解く―『御成敗式目』の構成について―」
講　師　伊藤　一義（東北学院大学）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

15:00 

▲

 16:30

T el   022-264-6406 学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.gakuto-sendai.jp/for_w/satellite_course.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

12月10日 （土） サテライトキャンパス公開講座「19 世紀オーストリアの経済発
展と自然保護：『森の都ウィーン』はいかにして守られたのか？」
講　師　杵淵　文夫（東北学院大学）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

13:00 

▲

 14:30

T el   022-264-6406 学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.gakuto-sendai.jp/for_w/satellite_course.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

12月14日 （水） 東 北 大 学 サ イ エ ン ス カ フ ェ　 第 135 回：
Cubic Earth 〜もしも地球が立方体だったら〜
講　師　須賀　利雄（東北大学大学院理学研究科教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00 

▲

 19:45

T el   022-217-5132 東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

11月25日 （金） 

11月19日 （土） サテライトキャンパス公開講座
「微生物がつくり出すキレイで安全な環境」
講　師　中村　寛治（東北学院大学）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

10:30 

▲

 12:00

T el   022-264-6406 学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.gakuto-sendai.jp/for_w/satellite_course.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

11
NOV

12
DEC





作も少なくありません。彼の作品には、国境も時代も表現の形
さえも超えて愛されるだけの力があるのです。
　この取材は「オジーノカリーヤ」という洋食屋さんで受けさ
せていただきました。街の中心部にあるとは思えないような、
雰囲氣のある素晴らしいお店です。私は散歩中に偶然見つけ、
何よりも店主の人柄にすっかり惚れ込んでしまいました。稽古
場にしていた市民センターが震災後に使えなくなったため、こ
の店で稽古させていただいており、本当に感謝しています。私
たちの活動は、こうして多くの方々に支えられているのです。
　今年はエッセイ集『東北のジュリエット』と全 5巻に及ぶ『東
北シェイクスピア脚本集』を出すことができ、『脚本集』は文
化庁の助成もあって、200 セットを沿岸被災地の中学・高校
に贈呈しました。近刊の準備も進んでいます。
　「小説は読むが戯曲は難しそうだ」と思っている方には音読
をお勧めします。きっとセリフの美しさや面白さを堪能してい
ただけるはずです。そして学びの道に踏み入ろうかどうかを
迷っている方には、私の英国での師匠の言葉を東北弁でご紹介
しましょう。「ごじゃごじゃ言わねでやってみろ！」
　次の本公演は来年の 2月で、年内にも先行して小さな公演
を行う予定です。皆様のお越しを、心からお待ちしています。
（取材＝2016年 8月 4日／オジーノカリーヤにて）

おじゃまします
学びの庭に

今年はウィリアム・シェイクスピア没後 400年でもあります。
劇作家・詩人としてあまりにも有名な文豪ですが、著作である戯曲を読んだり、上演作品を観劇したり、
案外していないかも……。
この機会にぜひその魅力に迫りたい、ということで研究者であるとともに劇団も主宰する下館和巳先生のお話を伺いました。

シェイクスピアをラーメンのように
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

懸賞懸賞
クイズ

Q.2    河北選書シリーズで今年出版された下館先生の著書のタイトルは？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。佐藤伸宏先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。佐藤伸宏先生の記事もご覧ください。

懸賞

【応募締切】2016年11月30日　当日消印有効

 東北弁で演じるハッピーエンドの「ロミオとジュリエット」
　私は大学の研究者ですが、「シェイクスピア・カンパニー」
という仙台のアマチュア劇団の主宰者でもあり、その脚本・演
出を担当しています。劇団はもう 20年以上続いていて、ほぼ
毎年公演を行ってきました。
　私たちの芝居は、舞台を東北地方に移し替えたシェイクスピ
ア劇です。だからロミオもジュリエットも、ハムレットもマク
ベスも、登場人物はみんな方言を話します。なぜなら演じる私
たちにとっても観客の皆様にとっても、切実な想いを語り、劇
の本質に触れるには、標準語よりもふだん話している言葉の方
が適切だからです。
　このような形で元の作品を活かすことは、シェイクスピア劇
に限らず珍しいことではありません。もちろん本来の脚本通り
に上演することにも意味はあります。しかし英語から日本語に
する時点で既にオリジナルとは言えません。特にシェイクスピ
アのセリフは全て詩の形で書かれていますし、ダジャレのよう
な言葉遊びにも溢れていますから、翻訳は至難の業なのです。
　また今年は没後 400 年ですから、シェイクスピアは日本で
言えば江戸時代の初期に亡くなったことになります。当時の日
本語と私たちの日本語が違うように、彼が書いた英語と現代の
英語も、かなり異なっているのです。
　しかし私たちは、稽古で必ずシェイクスピアの原文に触れる
ことにしています。たとえ十分に意味を理解できなくても、言
葉や音に込めた想いを感じる必要があるからです。私たちは
2000年には本場英国に乗り込み、東北弁で「マクベス」を演
じて喝采を浴びて来ました。公演では 5回とも英語の字幕さ
え用いませんでしたが、観客は筋書きを知っていますから、問
題は言葉が通じるかではなく、芝居が良いか否かだったのです。
　その後も順調に活動を発展させてきましたが、2011年の東

日本大震災では劇団員もお客様方も深刻な被害に遭い、徹底的
に打ちのめされました。しかし「毎年楽しみにしてんだよ。ま
だやってけだらいいっちゃ」という、ある高齢の女性の言葉に
励まされ、お客様方のために活動を再開したのです。
　その方の「短くて、誰も死なないのやってけさいん」という
言葉を受け、被災した方々に楽しんでいただける芝居を作ろう
と、それまで以上に大胆な脚本に挑みました。そうして震災の
翌年から、沿岸被災地を含む 11カ所で、鳴子をモデルにした
温泉が舞台の「ロミオとジュリエット」を演じて回ったのです。
　モンタギュー家のロミオとキャピュレット家のジュリエット
は、門太露未緒（もんた・ろみお）と、河富樹里（かふ・じゅり）
になりました。原作では二人はおよそ17歳と14歳ですから、
この作品でも高3と中3です。客を奪い合い、いがみ合ってい
る旅館とホテルの跡取りである二人は、出会い、恋に落ち、苦し
みます。原作では最後に二人の死が両家を和解させますが、私た
ちの芝居では誰も死なず、ハッピーエンドで幕になるのです。
　今の若者たちなら、恋を標準語で語るでしょう。しかし時代
を昭和 30年代に設定したこの芝居では、若い二人も東北弁で
す。バルコニーでのジュリエットの有名な独白は、樹里の「門太、
門太、門太露未緒……なんでっしゃ、なんで門太なのっしゃ。」
という切ない言葉でなければなりません。仮設住宅に暮らす年
配の方々が、津波に奪われた配偶者との思い出を温められるよ
うな、そんな芝居にすることができたと思っています。

 ラーメンに学んだシェイクスピア
　私がシェイクスピアに出会ったのは、仙台にあった映画館の
「名画座」でした。高校の時オリヴィア・ハッセー主演の『ロ
ミオとジュリエット』に魅了されたのです。東京の大学に進ん
で英語劇部に入った私は、ワイルドの小説を脚本にしました。
これが高く評価されたことが、私のその後を決めたのです。
　英国に留学して多くの舞台に触れるうちに、私は役者たちの
英語が一通りではないことに氣づきました。階級社会である英
国では、言葉が階級を表します。役者たちは役柄に合わせた英
語を、見事に使い分けていたのです。さらには首都ロンドンが
あるイングランド以外の、各地の訛

なま
りも効果的に使われていま

した。もちろんシェイクスピア劇でも。
　英国の舞台で方言が話されるようになったのはビートルズの
影響です。彼らが歌ったり話したりしたのは、上流階級の英語
でもロンドン言葉に基づく国営放送 BBCの英語でもない、地

方都市リバプールの英語でした。若者を中心に「自分たちの言
葉」を見直す動きが広まり、それが舞台にも及んだのです。
　「英国の芝居をそのまま持って来るのではなく、日本の観客
に合わせて上演しよう」と私に決意させたのはラーメンです。
私はラーメンが大好きで、食べ歩くだけではすまず、自分で作っ
て味を究めようとしていました。英国行きの際は、具材から調
理用具、果ては丼までを別便で送ったほどです。
　ところが英国人に自慢のラーメンを振る舞うと、「スープが
熱い」と食べようとさえしません。彼らが「ロンドンにはうま
いラーメン屋がある」と言うので行くと、スープがぬるくて全
くおいしくありません。しかし私がいくら「日本の本当のラー
メン」を誇っても、英国人には見向きもされないのです。
　ラーメンとシェイクスピア劇はもちろん違います。400 年
後の今も世界中で演じられ、演劇の世界では絶対に無視できな
い存在であり続ける彼は、確かに文豪でしょう。しかし実際に
脚本を読み、劇場での観客の反応を見れば、その芝居は難しく
も堅苦しくもなく、ざっくばらんでひたすら面白いのです。こ
うして私は、日本の観客が喜んで観てくださる、ラーメンのよ
うなシェイクスピア劇を志しました。

 劇を上演するために研究者になった
　私が研究者になったのは、シェイクスピア劇を上演するため
です。英語や演劇を研究し、彼の戯曲の本質を理解することな
しに、「日本人のためのシェイクスピア劇」は実現できません。
また宮城県塩竈市の出身である私にとって「私たちの言葉」と
は東北弁ですから、方言についても勉強しました。
　「シェイクスピア・カンパニー」は東北各地はもちろん、東
京でも英国でも上演しますし、震災後は沿岸の町の小学校の体
育館や、仮設住宅の集会所でも上演しています。私たちの姿勢
は「シェイクスピアをやるから観に来なさい」ではなく、「面
白い芝居をやりますから観に来てください」です。ある時はワ
インとおつまみで誘惑し、ある時は仮設住宅を一軒ずつ回って
頭を下げて、客席へ足を運んでいただくよう努めます。そうし
て来てくださったお客様方に、笑ったりしんみりしたりしてい
ただくのが、私たちのシェイクスピア劇なのです。
　二人が死なない「ロミオとジュリエット」には違和感を覚え
るという方もいるでしょう。しかし英国にも、二人が死んでし
まうものと死なずに結ばれるものを交互に上演した舞台があり
ました。またシェイクスピア劇に着想を得て作られた映画の秀

東北学院大学　教養学部教授
専門＝英文学・比較演劇

下館　和巳先生
《プロフィール》（しもだて・かずみ）1955 年宮城県生まれ。国際基督教大学教養学部在学中
に英国エクセター大学に留学し、1979 年に卒業。同大学院博士後期課程比較文化研究科中退。
1985年より東北学院大学に勤務し、教養部助手、講師、教養学部助教授を経て、1997年より現職。
1992 年、2002 年に英国ケンブリッジ大学客員研究員。2002 年に英国ロンドン・グローブ座
ダイレクティング・フェロー。劇団「シェイクスピア・カンパニー」主宰・脚本・演出。著書に『東
北のジュリエット～シェイクスピアの名せりふ』『東北シェイクスピア脚本集（全５巻）』など。



これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

「学び」イベントに行ってきました
参加体験記

　「まなびのめ」、いつも拝見させていただいております。
　なかなか時間が取れず、イベント参加出来なかったのですが、川
島先生の講座という事で予定を変更して参加させていただきました。
　先生は、これからの時代にとても重要な事を話されました。
現在、世の中は、パソコンや携帯の普及で便利になり暮らし易くな
りました。また、医療も進み長生きも出来る様になりました。その
一方で、人間の脳が追いつかず、又は便利になる事により使い方に
よっては幼少時の脳の発達に遅れが出てしまう恐れがあるという事
も知りました。身体と共に脳も健康でなければ幸せとはいえません。
　私は、子育ては一段落しましたが、これからの家族の為にも学ん
だ事を心がけて生活したいと思います。
　講座の参加は初めてでしたが、参加して本当に良かったと思いま
す。これからも「まなびのめ」大いに利用したいです。
� （岩沼市　S子）

■市民公開講座：映画「僕がジョンとよばれるまで」上映／講演
　「脳科学から見た優しい子育てとスマート・エイジング」

講師　東北大学加齢医学研究所所長　川島　隆太　氏
2016年 5月 28日（土）13：30～ 16：40　仙台国際センター

■高校生のための心理学講座シリーズ
講師　東北大学教授　邑本　俊亮　氏　他

2016年 8月 11日（木）　東北大学川内北キャンパス講義棟　C棟

　初めて母を誘い、2人でゆっくり見学できたことで、ひとつ夏の想
い出が増えました。
　現代でもオシャレ感が伝わる作品の数々に大変驚き、良いモノは
時が経っても変わらないと感じました。
　次回は是非ワークショップにも参加したいです。
� （仙台市青葉区　アヤ サチ）

■特別展「芹沢銈介・文字デザイン」

2016年 7月 16日（土）　東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館

　「お化けも登場」とあったので夏休みを利用して子どもたちと行き
ました。現代の明るい夜と違って、明かりに乏しかった昔の夜は本
当に幽霊が出てもおかしくなかったのかも、と思いながら絵を見ま
した。人の表情を描いた絵では足がしびれた時の顔など現代も昔も
変わらない表情に周りからもクスクスと笑い声がおきていました。
� （宮城県柴田郡　たま）

■企画展：イチ押し収蔵品　主役・わき役キャラクター大集合！
　―ゆかい★ほのぼの★お化けも登場―

2016年 7月 31日（日）　仙台市博物館 　第 33号 豆

読者の声

「まなびのめ」第33号懸賞クイズの
正解は下記のとおりです。

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

今号も「まなびのめ」クイズを実施しております。正解者の中から抽選で3名様に図書カードが当たります
ので、奮ってご応募ください！！ ※詳細は研究者インタビューページをご覧ください。

Q.1　大豆イソフラボンから何を産生すると、体に作用すると考えられている？
答え　エクオール

Q.2　「作物の成長に窒素が重要」と分かるきっかとなった細菌は？
　 答え　根粒菌

第33号

クイズの正解発表！！

読者と編集部の
キャッチボール

　「学びの庭におじゃまします」の各先生方の記事は、孫たちにも見せ
たく、すべて保存版にしています。� （大崎市・68歳　男性）

編：保存版にして、二度・三度とお読みいただくと、学びが深まるかも
しれませんね。そこから新たな興味・関心がわいて、ご自身の探求に進
むこともおすすめいたします。お孫さんたちにも、読んで何かをつかん
でいただけたら幸いです。

　「まなびのめ」をいつも楽しみにしています。ユニークな形のため、
どこに設置してあっても（家の中でも）どこにあるかわかりやすく、中
も見やすいです。今回のテーマにそって自分の食を考えてみると、豆腐・
味噌・納豆など、ほとんど毎日とっていて、また豆自体も手軽にとれる
ようになっていると感じます（小さめの缶詰やパウチパックとして）。「顔
のシワが浅くなる」との言葉には特に反応してしまいました !!　エク
オール産生できるようがんばらねば、です。また「遺伝子組み換え」で
ないものを購入しているつもりですが、やはり農業という産業を大切に
し、自給自足の国づくりの必要性を感じます。
� （仙台市太白区・54歳　女性）

編：「エクオール産生」やはり氣になりますよね。日本には豆を原料に
した優れた発酵食品が数多くあり、その多くが自国産品で賄われること
を願いたいものです。
　
　「まなびのめ」Webサイトも拝見させていただきましたが、バック
ナンバーが見られて嬉しいですね。各種イベントへの参加のハードルを
下げていただけたようにも思います。� （仙台市青葉区・36歳　男性）

編：ありがとうございます。33号発刊に合わせ、Web版も久々にリ
ニューアルしました。「学び」イベント情報を中心に見やすく、使いや
すいサイトを目指します。イベント参加者が増えて、学術の世界と市民
の関係がよりよいものになってほしいと願います。
その他のお便りと編集部からのコメントはWeb版でご覧いただけます。

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://www.manabinome.com/
まなびのめ│ 検索

リニューアル
しました

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）
第34号・秋／「紫苑」（si-on） ※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

「学び」イベントに参加したら
　　　　　　　　　  感想を書こう！

参加体験記

粗
品

進
呈

読者の皆様が参加された、「学び」イベントの感想やレポートをお待ちしています。
掲載採用させていただいた方のうち毎号1名様に1000円分の図書カードを進呈！
ご投稿いただいた全員にもれなく粗品をプレゼント！
※採用の可否、図書カード当選者は編集部に一任いただきます。
■投稿方法　はがき、FAX、E-mail、Web版投稿フォームにて受付。
■投稿先　　「まなびのめ」編集部　　※詳細は最終ページをご覧ください。

編集部も
「学び」イベントに行ってきました

　「高校生のため」というだけあって、高校生やその親御さんの参加
が多く、将来の進路に役立てたいと意欲的な生徒さんが多く参加し
ていました。また、宮城県だけではなく岩手や秋田、青森など東北
各地からも参加されているようでした。
　まず邑本先生の「認知心理学」から講義が始まりました。初めは
簡単なトランプゲームの話から、次にダンボールを使った「重さの
錯覚」の実験、錯視・錯覚・トリックアートなどなど……たくさん
の事例を紹介しながら、「わかっていても錯覚は起こる」「そう言わ
れれば、そう見えてくる」という、認知による見え方の違いを体感
しました。（例えば、「ぷ。」←これが何に見えるか？　答え：「ボー
ルを投げる人」。そう言われれば、そう見えてきます。）欲求による
認知心理や文脈が認知に影響する事例などを紹介しながら「ものの
捉え方は一つではない」ということを学びました。
　最後に「NTTドコモの愛（i）のあるメール大賞 2008」のとある
エピソードを紹介しながら（「ある情報」を知っているか知らないか
で、メールの内容とその印象が変わる、というものでした）、「お互
いの信頼があれば、それだけで情報はものすごい効果を持つ」、「イ
ンターネットの普及で顔の見えない相手とのやり取りが増えてきて
いる」、「だからこそ、これから社会に出るみなさんには、人間関係
を信頼できるものにしていって欲しい」との言葉で、先生の講義は
終わりました。
　加藤道代先生の「臨床心理学」、吉田綾乃先生の「社会心理学」、
平真木夫先生の「教育心理学」、工藤敏巳先生の「スポーツ心理学」
などもありましたが、ご紹介しきれないのが残念です。どれも興味
深く、「心」に残るものがありました。「高校生のための心理学講座
シリーズ」は定期的に開催されているようでしたので、またこういっ
た講座があれば参加したいなと感じました。
� 「まなびのめ」編集部　齋藤　麻実

11月11日（金）市民公開講座 No.363「水素の大量利用にむけた
海水もしくはアルカリ水電解のための電極の創製」
講　師　加藤　善大（東北工業大学環境エネルギー学科准教授）

東北工業大学一番町ロビー　2F ホール 120 名

18:00

▲

19:00

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月11日（金）東北大学リベラルアーツサロン　第 44
回：江戸の学び〜近世庶民の学習世界〜
講　師　八鍬　友広（東北大学大学院教育学研究科教授）

東北大学片平キャンパス片平北門会館　2F エスパス

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

11月12日（土）サテライトキャンパス公開講座「認知症〜『な
りにくい生活習慣』と『なってもできること』」
講　師　浅野　朝秋（東北文化学園大学）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-233-3451学都仙台コンソーシアム・東北文化学園大学
http://www.gakuto-sendai.jp/for_w/satellite_course.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月12日（土）サテライトキャンパス公開講座「タクシード
ライバーの幽霊現象からみた被災地の生死感」
講　師　金菱　清（東北学院大学）

仙台市市民活動サポートセンター 6 階セミナーホール 80 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-264-6406学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.gakuto-sendai.jp/for_w/satellite_course.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月12日（土）サテライトキャンパス公開講座
「定年後の起業」
講　師　鈴木　好和（東北学院大学）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

15:00

▲

16:30

Tel 022-264-6406学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.gakuto-sendai.jp/for_w/satellite_course.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月15日（火）第 47 回教化フォーラム
「呼び覚まされる霊性の震災学」

講　師　金菱　清（東北学院大学 教養学部地域構想学科教授）
メルパルク仙台　2 階 80 名

13:30

▲

15:30

Tel 022-218-1381曹洞宗東北管区教化センター
http://soto-tohoku.net

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月17日（木）「仙台・江戸学」第 10 期「平泉と仙台藩」

講　師　入間田　宣夫（東北大学名誉教授）
大崎八幡宮　祭儀棟 100 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-234-3606「国宝大崎八幡宮　仙台・江戸学」実行委員会
http://www.oosaki-hachiman.or.jp/edogaku/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月18日（金）市民公開講座 No.364
「『数学的自然』の美しい風景」

講　師　島田　勉（東北工業大学共通教育センター教授）
東北工業大学一番町ロビー　2F ホール 120 名

18:00

▲

19:30

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月18日（金）東北大学サイエンスカフェ　第134回：インフラっ
て何だろう？　〜暮らしを支える縁の下の力持ち〜
講　師　久田　真（東北大学大学院工学研究科教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

11月  7日（月）市民公開講座 No.362「映画論入門：い
かに撮るか、何を意味するか」
講　師　高橋　哲徳（東北工業大学共通教育センター准教授）

東北工業大学一番町ロビー　2F ホール 120 名

18:00

▲

19:30

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月28日（金）市民公開講座 No.360「高齢者ドライバー
に対する交通安全キャンペーン」
講　師　中井　周作（東北工業大学安全安心生活デザイン学科講師）

東北工業大学一番町ロビー　2F ホール 120 名

18:00

▲

19:30

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月29日（土）〜1月21日（土）みやぎ県民大学開放講座「女
性たちよ！」 〜第 8 シリーズ

〈女性と健康・こころ篇〉
宮城学院女子大学　講義館 50 名程度

Tel 022-279-4341宮城県教育委員会、宮城学院女子大学
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/syougaku/kenminindex.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月29日（土）サテライトキャンパス公開講座（宮城大学　出講講座）
「植物のコミュニケーション“他の生物との付き合い方”」
講　師　岩井　孝尚（宮城大学食産業学部教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 60 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-377-8414学都仙台コンソーシアム・宮城大学
http://www.myu.ac.jp/site/renkei/konso2.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月29日（土）サテライトキャンパス公開講座（宮城大学　出講講座）
「遠隔医療の可能性―在宅療養中の患者への看護支援―」
講　師　佐藤　大介（宮城大学看護学部講師）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 60 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-377-8414学都仙台コンソーシアム・宮城大学
http://www.myu.ac.jp/site/renkei/konso2.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月29日（土）実験教室
「暗闇で光る『人工イクラ』を作ろう」
講　師　相馬　知彦（仙台育英学園高等学校講師）

東北電力グリーンプラザ　コミュニティルーム 18 名（抽選）

13:00

▲

15:00

Tel 022-225-2969東北電力グリーンプラザ
http://www.tohoku-epco.co.jp/fureai/event/oasis.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月29日（土）サテライトキャンパス公開講座
「中高年者の眼の病気〜予防法を含めて〜」
講　師　浅野　浩一（東北文化学園大学）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

15:00

▲

16:30

Tel 022-233-3451学都仙台コンソーシアム・東北文化学園大学
http://www.gakuto-sendai.jp/for_w/satellite_course.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月  4日（金）市民公開講座 No.361
「光ファイバと光通信」

講　師　野口　一博（東北工業大学情報通信工学科教授）
東北工業大学一番町ロビー　2F ホール 120 名

18:00

▲

19:30

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月  5日（土）サテライトキャンパス公開講座
「仙台の木綿型染め」

講　師　川又　勝子（東北生活文化大学家政学部准教授）
仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 25 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-272-7513学都仙台コンソーシアム・東北生活文化大学
http://www.mishima.ac.jp/univ/area/lectureship.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月  5日（土）サテライトキャンパス公開講座
「食の情報とつきあい方」
講　師　鈴木　裕行（東北生活文化大学家政学部教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 40 名

15:00

▲

16:30

Tel 022-272-7513学都仙台コンソーシアム・東北生活文化大学
http://www.mishima.ac.jp/univ/area/lectureship.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月27日（木）第 151 回禅をきく会
「はてしなき求道の旅」
講　師　大谷　哲夫（東北福祉大学学長）

仙台市太白区文化センター・楽楽楽ホール

14:30

▲

16:30

Tel 022-218-1381曹洞宗東北管区教化センター
http://soto-tohoku.net

場　所

主催者

URL

問合先

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

10
OCT

11
NOV

11
NOV

参加体験記




